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意欲ないし士気の問題と，共通目的へ人々の行動を調整するリ グ Yー ッずの
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かくしてパーナードは組織が成立するには， (1) 目的の設定， (2) 協働意欲，
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さらに， ベーナードがリーダ-yν プの意義について事物の全体感覚 (sense
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なる。特殊的誘因には，たとえば (司 物質的誘因， (b) 非個人的な機会， (3) 
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ふくめて一般目的ならびに一般方針への服従， (3) 彼の部門の一般目的， (4) 
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とは可能であろう。ともあれ， り-;1"ー γ ヅブに関する研究がその後多くの人
Aによって発展をとげたのは，本書の先駆的研究に負うところが多いことは疑
いないであろう。
それにしてもパーナードは， (1) 彼の精織な近代的組織理論の構成からリ
ダ-.yヅずの重要性を説き，組織における位置づけを行なったこと，また， (2) 
リーダ-..;.;ップによってこそ組織への従業員の忠誠心，連帯感が確保され，協
力的態度が促進され，従って組織全体の維持存続にとってリーダ-.yップは不
可欠であること，さらに， (3) リーダーシヅプにはリーダーの能力的側面とリ
』ダーが部下に影響壱与える行動の側面とが指摘されていること，などは彼の
理論の特色であり，また貢献であるといわねばならないであろう。
30) 252頁。
